
1第６講：歴史史料（江戸に関する諸制度沿革）を読む

戯作にも登場する
高札



2第６講：歴史史料（江戸に関する諸制度沿革）を読む

戯作にも登場する
高札

初
春
の
あ
し
た
、
ま
だ
梅
の
笑
㒵
も
見
ず
、
黄

鳥
の
は
つ
ね
も
聞
ぬ
に
、
三
日
の
夕
の
お
そ
ろ

し
さ
、
火
砲
の
音
し
き
り
な
り
、

若
き
は
老
を
た
す
け
、
親
は
子
を
お
も
ひ
、
子

は
親
を
た
づ
ね
、
四
方
に
さ
ま
よ
ふ
あ
り
さ
ま

は
、
春
の
よ
ろ
こ
び
も
か
な
し
み
と
な
り
て
、

人
の
苦
み
い
は
ん
か
た
な
し
、
さ
れ
ど
天
地
の

恵
に
て
治
り
た
る
は
、
実
に
も
有
が
た
き
御
代

ぞ
と
思
へ
ば
、
夢
さ
め
ぬ

う
ぐ
ひ
す
や
寝
覚
め
に
聞
ば
夢
こ
ゝ
ろ

慶
応
四
辰
年
春

洛

池
喜
蛙
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4

徳
川
内
府
宇
内
之
形
成
を

察
し
政
権
を
奉
帰
候
に
付

朝
廷
に
お
ゐ
て
万
機
御
裁
決
被
遊

候
に
付
て
は
博
く
天
下
の
公
儀
を

と
り
偏
党
の
私
な
き
を
衆
心
と

休
戚
を
同
ふ
し
徳
川
祖
先
の

制
度
美
事
良
法
は
其
侭

御
変
更
無
之
旨
の
仰
出
候
間

人
々
公
明
聖
大
之

聖
意
を
奉
戴
各
安
心
し
て
其

家
業
を
営
候
様
可
仕
者
也

慶
應
三
卯
年
十
二
月



5環斎記聞を読む
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三
芝
居
の
始
り
并
土
蔵
作
り
下
桟
敷

等
之
事

○
往
昔
は
芝
居
小
屋
に
て
苫
葺
な
る

に
、
享
保
辰
の
年
の
類
焼
に
あ
ひ
て
、

こ
れ
ま
で
度
々
の
火
災
な
れ
ば
甚
お

そ
れ
三
人
の
座
元
打
寄
、
相
談
し
此

度
よ
り
惣
体
土
蔵
作
り
に
仕
候
へ
ば
、

火
災
も
少
か
る
べ
し
、
乍
去
物
入
も

多
く
か
ゝ
り
候
へ
ば
下
桟
敷
相
願
可

申
と
相
談
被
窮
め
、
町
奉
行
大
岡
越

前
守
殿
、
中
山
出
雲
守
殿
え
願
出
け

る
に
御
老
中
水
野
和
泉
守
殿
被
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伺
に
相
成
候
処
、
御
評
儀
之
上
、
同
年

四
月
十
八
日
、
願
之
通
芝
居
下
桟
敷
御

免
被
仰
出
候
、
扨
又
水
野
和
泉
守
殿
思

召
に
て
芝
居
座
元
由
緒
之
儀
、
越
前
守

殿
よ
り
被
糺
候
へ
と
の
仰
に
付
、
即
奈

良
屋
市
右
衛
門
御
招
出
に
て
、
右
之
段

被
仰
渡
候
へ
ば
、
三
座
よ
り
左
之
通
り

書
上
候

堺
町
猿
若
勘
三
郎
御
当
地
に
お
ゐ
て
芝

居
被
仰
付
候
由
緒
之
事

○
台
徳
院
（
注

秀
忠
）
様
御
代
寛
永

元
甲
子
年
二
月
歌
舞
妓
狂
言
奉
願
候
処

則
被
仰
付
仲
橋
に
て
芝
居
仕
候

○
大
猷
院
（
注

家
光
）
様
御
代
寛
永

九
壬
申
年
伊
豆
よ
り
安
宅
丸
の
御
舩
御

当
地
え
御
入
之
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節
、
金
の
宋
を
頂
戴
仕
、
御
舩
の
光
に

て
、
き
や
り
音
頭
仕
候
。
御
奉
行
向
井

将
監
様
に
御
座
候
。
此
節
よ
り
町
御
奉

行
所
え
月
次
御
礼
に
上
り
、
只
今
迄

代
々
相
勤
来
申
候
。
此
時
は
芝
居
禰
宜

町
に
て
仕
候

禰
宜
町
と
は
今
の
長
谷
川
町
の
横
町
に

て
わ
た
く
し
に
せ
つ
た
ま
ち
と
も
い
ふ

な
り

○
慶
安
四
辛
卯
年
正
月
よ
り
同
四
月
ま

で
の
内
、
御
城
え
被
為
召
、
猿
楽
諸
芸

仕
、
鳥
目
六
百
貫
文
并
青
地
之
金
入
猿

若
衣
装
頂
戴
仕
、
只
今
以
大
切
に
仕
り

来
り
候
、
此
節
芝
居
堺
町
に
て
仕
候

○
明
暦
三
酉
年
正
月
十
八
日
類
焼
仕
候

而
、
内
五
月
京
都
え
登
り

内
裏
様
え
被
為
召
候
に
付
、
悴
召
連
新

ぼ
ち
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13
大
鞁
并
猿
若
の
狂
言
仕
候
所
為
御
褒
美
、

悴
え
明
石
と
申
二
字
姓
に
被
下
置
候
而
、

衣
装
に
は
丸
の
内
に
三
つ
柏
紫
糸
に
て
ぬ

い
裾
に
金
銀
に
て
薄
の
模
様
有
之
、
猿
若

の
装
束
頂
戴
仕
、
同
年
九
月
御
当
地
え
下

り
申
候
三
十
四
年
之
間
大
夫
役
相
勤
万
治

元
年
死
去
仕
候

悴
二
代
目

明
石
勘
三
郎

○
拾
弐
才
よ
り
廿
八
才
ま
で
十
七
年
の
間

大
夫
役
相
勤
申
候
此
節
葺
屋
町
元
祖
市
川

竹
之
丞
儀
は
明
石
勘
三
郎
弟
子
に
て
御
座

候
ゆ
へ
鶴
の
丸
紋
所
を
遣
し
葺
屋
丁
に
て

別
に
芝
居
取
立
今
以
相
続
仕
来
候

悴
三
代
め
勘
三
郎
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